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3.友人が打ち明け話をしやすい雰囲気をつくることができる .81 3.41 （1.06）
2.周りの友人をくつろいだ気分にさせることができる .72 3.45 （ .95）




11.友人の悩みを聞き，一緒に解決策を考える .51 3.97 （ .92）
10.友人の悩みを聞いて，話を整理することができる .49 3.78 （ .95）
8.友人の話に適切な相づちが打てる .49 3.91 （ .88）
9.友人の話を聞いているとき，口には出さない気持ちまで察しようとする .47 3.72 （ .96）
全体平均 3.73 （ .63）
Table 2　オープナー・スキル尺度と各関連尺度の相関係数（n=270）
パースペクティブ・テイキング（M=3.20, SD=0.61, α=.70） .45**
シャイネス（M=3.50, SD=0.84, α=.86） -.36**
自尊感情（M=2.93, SD=0.76, α=.89） .28**
社交性（M=3.37, SD=0.82, α=.78） .40**
内的他者意識（M=3.70, SD=0.77, α=.89） .60**
iSS-18（M=3.04, SD=0.61, α=.88） .61**
セルフ・モニタリング（M=3.22, SD=0.40, α=.74） .46**
**p<.01



































































































M （SD） オープナー・スキル KiSS-18 被自己開示 自己開示
オープナー・スキル 3.75 （0.61） ―
KiSS-18 3.12 （0.60） .57** ―
被自己開示 2.44 （0.72） .52** .43** ―
自己開示 2.14 （0.80） .28** .16** .48** ―
**p<.01
































従属変数 Step1 Step2 R2 ΔR2
被自己開示 Step1 KiSS-18 .36** .20** .36** .36**
自己開示 .42** .36**
Step2 オープナー・スキル .30** .41** .06**
**p<.01
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1本論文は，第一著者が研究1から研究3を通して全てのデータの分析・再分析を行い，新たな解釈の下，一つ
の論文としてまとめたものである。研究1は第二著者（山﨑直子）が2006年に，研究3は第三著者（池田恵子）が
2008年に，それぞれ岡山大学文学部に提出した卒業論文からデータの提供を受けたものである。いずれの卒
業論文も第一著者（堀内孝）が研究指導を行った。
